















は約 28 0 0の命令のプロシジャを 24個のメンバとして登録している.それらは
プロシジャ名をコンソールから指定して入力するか，あるいはプロシジャの中で指
定すれば起動や停止が可能である.
コンビュータのサービス日には，毎朝ホスト計算機システム CFACOM M 
760/30)のタイマーを使って空調機とコンビュータの電源が投入され， 1 P 







えば課金処理やTSSの起動， T S S利用者数の制限値の設定，パッチジョブを実
行するための準備，パソコン端末 CFMR-60)で汎用oS CM S P)やUNI
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X (U T S)が使用できるようにするための環境作りなどの定型的なオペレーショ
ンを行う.これらの処理と，利用者に直接関係の無い他の処理に使用しているコマ









































( 5 ) コンビュータサービス停止時の処理
l年聞を通して計算機利用状況をみると繁忙期と関散期があり，繁忙期は深夜ま
で利用され，閑散期は比較的早い時刻に利用が終了している.そしてそれは毎年繰








UTS側の利用者が Oになった場合のMSP側への通知や， UT S側への停止時刻
の通知にAVMのスプール間ファイル転送機能を利用している点が特徴である.
停止条件を満たすと TSS. DSPRINT. NINETに関係するソフトウ
ェア，データベース管理システムなどを，プロシジャから発行する約 100種類の
オペレータコマンドで順次停止していく.また実行中のパッチジョブがあればジョ
ブ凍結コマンドを発行してそのジョブを凍結する(凍結されたジョブは，翌朝のサ
ービス開始時に再起動するように設定している).各種ソフトウェアの停止完了後，
コンビュータの電源を切断するボタンを押す代わりとなる停止コマンドを発行して
停止する.
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可変運用は開始してからまだ聞がなく改善の余地がある.指定停止時刻以降にT
SS利用を開始した場合には，ほかに利用者がいれば利用できるが，いなければコ
ンビュータが停止するしくみになっているので利用できなくなる点である.最終的
なサービス停止時刻まで利用したい場合は指定停止時刻前に利用を開始しておけば
よい. しかしもう少し便利な方法として時間外の計算機利用の予約が考えられる.
そのためには，利用者自身がTSS端末から予約コマンドで，利用したい日と時間
帯，利用者番号などを事前に入力して予約管理簿に登録しておいて.この管理簿を
オペレーションプロシジャでチェックして予約の有無を確認し，予約があれば運用
を続行し，無ければ停止するといったしくみを作る必要がある.
3.おわりに
オペレーションの自動化によってオペレータの負担が大幅に減り，またコンピュ
ータの効率的な運用や無人運転が可能になった.オペレーションを習得する者にと
っては，どのようなコマンドが発行されてサービスされているのかよく分かりにく
いという問題があるが，システムが複雑化している現状では，自動化によって省力
化し，利用者サービスに力を入れた方がょいと思われる.
今後は前述の可変運用のための予約制を検討したいと考えている.
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